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 外務大臣の上川陽子です。 

 ●本日、日本経済新聞社・日経 BP 主催「ジェンダーギャップ会

議」の開催にあたり、御挨拶の機会をいただき、大変光栄です。 

●さて本日のテーマは「ダイバーシティ経営の最新事例 2024～先

進企業に学ぶ成功の秘訣～」ですが、外交現場に身を置く者とし

て、企業経営とは少し異なる視点からお話させていただきたいと思

います。 

●皆様、WPS という言葉をご存じでしょうか。WPS、つまり

Women・女性、 Peace・平和 、そして Security・安全保障、とは、

2000 年に採択された国連安保理決議第 1325 号に初めて明記された

考え方です。紛争下の女性など脆弱な立場の人々の「保護」に取り

組みつつ、女性自身が指導的立場で紛争の「予防」や「人道・復興

支援」に「参画」することで、より持続可能な平和に近づくという



考え方です。 

●WPS は、一見、平和構築の専門家のための話題であると思われ

がちですが、現在のウクライナや中東における悲惨な状況と、それ

らの状況が食糧やエネルギーを始めとする世界経済に与える影響を

考えてみてください。WPS がカバーする課題は、実際にはより幅広

く、そして様々な立場の人々が議論し、貢献できるものです。ビジ

ネスやその他の先進的分野で活躍される方々も、です。 

●これまでの調査・研究により、ジェンダー平等や女性の参画が

実現している社会ほど、経済成長率が高いことが判っています。例

えば、UN Women の報告によれば、デジタル化から女性が排除される

と、低・中所得国の GDP は 1 兆ドルの損失を被るとされています。

またマッキンゼーによれば、労働力における男女格差を是正し、女

性のリーダーシップを高めることにより、世界の国内総生産を 28

兆ドル、すなわち 26％増加させることが可能との統計もあります。 

●こうした認識の下、私は、外務大臣就任以前から、WPS 議会人

ネット JAPAN を立ち上げ、同僚議員とともに WPS に関する先進的な

取組を有する国々との対話を行い、国内の議会や政府に伝えてきま

した。そして、大臣就任以降も、ジェンダー平等の推進、とりわけ

ＷＰＳを主要外交政策の一つとして力強く推進してきました。 



●本年１月には、組織横断的な連携を目的として、外務省内にＷ

ＰＳタスクフォースを立ち上げたことに加えて、二国間、多国間会

議のあらゆる機会にＷＰＳの重要性について発信してきています。

２月の日・ウクライナ経済復興推進会議では「ＷＰＳセッション」

を主催し、ＷＰＳの視点を踏まえて同国の復旧・復興を支援する旨

強調しました。 

●また今年は、冒頭に述べた WPS に関する安保理決議の採択から

２４年になりますが、ＷＰＳを新たな次元へと引き上げるため、各

国訪問等において「ＷＰＳ＋イノベーション」とする政策フォーラ

ムを開催し、多様なステークホルダーから知見を集約してきまし

た。 

●自然災害の多い日本においては、ＷＰＳを防災や災害対応にも

当てはめて推進していることが特徴ですが、このようなＷＰＳの考

え方は着実に浸透して、具体的なアクションとして形になってきて

います。今年の元日に起こった能登半島地震に際しては、能登の復

興政策・事業に女性の経験・視点を反映させることを目的として、

ジェンダーエキスパートが率いる調査チームが、被災地の女性に対

するヒアリング調査を行い、政府及び地方自治体に対し提言を行っ

たと承知しています。 



●外務省としても、このようなグッドプラクティスを積み上げ、

得られた知見や示唆を踏まえてＷＰＳを更に推進し、我が国として

ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの促進、そして平和な国

際社会の構築に貢献していく考えです。 

●さらに、WPS の推進や女性のエンパワーメントには女性自身だ

けでなく、男性の関与が不可欠です。 

●これまでの性的役割分担に関する固定観念から解放され、WPS

が推進する女性の意義ある参画を達成するためには、まずは男女が

伝統的に担ってきた役割を互いに見直すことから始めることも重要

です。日本の WPS 行動計画でも、特に男性の関与の必要性に言及

し、男性へのアドボカシーを強化することを重要な行動として挙げ

ています。更なる多様性のために、若者の視点を取り込んでいくこ

とも重要です。 

●外交でもビジネスでも、「人」を大切にし、ダイバーシティを

尊重する組織こそ、成長を続け、生き残っていくことが出来るので

はないでしょうか。本日のイベントの成功、そして、本日の議論が

「ダイバーシティ経営」に有機的につながることを祈念して、私の

御挨拶とさせていただきます。 

●ありがとうございました。           （了） 


